


お知らせ

　今年の3月11日に起きた、東日本大震災では津波等による災害で、多くの人命が失われ、現在でも多くの人が仮
設住宅で不便な暮らしを強いられています。幸いにも、当地域には遠隔地であるため直接的な影響は全くありません
が、改めて地震の恐ろしさを教えられます。また、10年前に起きた芸予地震では、当地域でも震度5強を観測し、多く
の住宅で屋根瓦の破損など、家屋に被害が出たことも記憶に新しい所です。
　広島県のホームページによると、現在震度6強以上と想定されている五日市断層・岩国断層による地震が発生する
と、当地域においても多くの住宅が倒壊すると書かれています。特に大竹市では昭和56年以前(新耐震基準)の木造
住宅が70％も占めており、住宅の耐震化を促進するために、木造住宅の耐震診断補助事業が今年度より施行されま
した。この事業に、当社建築士事務所が耐震診断設計資格者として登録を受け、現在市内の有資格者2名が登録され
ています。折角の補助事業ですから、対象となる住宅にお住まいで、住宅の耐震性に心配な方は是非この補助事業
を活用ください。
　廿日市市におきましては、既に平成20年度より施行されており、しかも、耐震改修も補助事業として施行されてい
ます。詳細は下段をお読みください。
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